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青森市公立夜間中学設置基本方針について 

 
 

  令和９年４月の夜間中学開校に向け、青森市公立夜間中学設置基本方針について、青森市公立

夜間中学設置検討委員会で検討し、令和７年７月１７日の教育委員会定例会において議決された。 

  ２回開催された当該検討委員会及び教育委員会定例会の開催概要、並びに当該基本方針につい

ては、下記のとおり。 

 

１ 第１回検討委員会 開催概要 

 （１）日時 

   令和７年６月１３日（金） 午後６時～午後７時２５分 

（２）検討内容 

   「青森県における公立夜間中学設置の基本的な考え方」をベースとし、主に設置主体（本市）

において検討することとされた設置場所、入学対象者及び本市が目指す学校の姿について検討。 

 （３）委員からの主な意見 

    ①設置場所について 

・アクセスのしやすさが大事。青森駅に近いところがよい。 

・幅広い年齢層の方が来ると思われることから、バリアフリーは重要な部分。 

     ・プライバシーの観点から、昼間の児童生徒と就学時間が異なるほうがよい。 

     ・社会教育施設である古川市民センターが併設されている古川小学校が一番魅力的。 

②入学対象者について 

   ・対象を県内居住者とされているところは非常にありがたく、全県的な取組になる。 

・学齢期の不登校生徒も対象となるのは、学びの場所の選択肢が増える。 

・外国人の入学希望者について、日本語の意思疎通が困難な方ともコミュニケーションが  

とれる環境であればよい。 

   ・全国の公立夜間中学の中で、現役の中学生を通級という形で受け入れている佐世保市立

祇園中学校があるが、進路指導や登校を促すことができないなどの問題点がある。学び

の多様化学校を併設するのが一番よい。 

   ・あおもりしＣＯＣＯＬＯプランの不登校対策の取組として、学齢期の不登校生徒が年配

の方と一緒に勉強することもその取組の一つとなる。 

   ・本市では教員未配置の学校が存在し、夜間中学以外に学びの多様化学校を設置するとな

ると、単純に倍の教員が必要であり、難しいのではないか。また、仮に設置し、教員が

配置されれば、市内の未配置校がより増加するのではないか。 

   ・学びの多様化学校を併設するのは、施設的にも教員の未配置の状況からも厳しい。最終

的には設置者が不登校生徒の行き場所について、いろんな選択肢を用意するという点で

決めるのではないか。 

   ・学びの多様化学校については、まだニーズが掴めていないことから、２年後に一緒に作

ることは現実的ではない。受け入れるとすれば入級という形で、様々な問題をクリアし

なければならない。 

・青森市に特認校ができたので、あえて学びの多様化学校を併設しなくても対応できてい

る。  
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③目指す学校像等について 

   ・学習者が主体となるような学びができる場 

   ・一人一人のニーズに沿った学校 

   ・学ぶ喜び、人とつながる喜び 

     ・学校づくりの視点として、「誰でも受け入れる」、「安心して学べる環境、雰囲気」、「個々の

ニーズに即したコース設定」、「オンライン授業の実施」 

 

２ 第２回検討委員会 開催概要 

（１）日時 

   令和７年７月７日（月） 午後４時～午後４時３５分 

（２）検討内容 

   第１回の検討委員会での意見を踏まえ、教育委員会において作成した「青森市公立夜間中学

設置基本方針（案）」について検討。 

 （３）委員からの主な意見 

    ・基本方針（案）は良い方向でまとめられている。 

・外国人支援として、学校内の教室や体育館などの施設や配付物の標記を多言語標記と

してほしい。 

    ・県が実施している日本語指導員の派遣事業とも連携していければよい。 

    ・場所的にも安全・安心という点で保護者として安心している。 

    ・不登校生徒の受入れについては、入級対象者として在籍する中学校に籍を置いたまま

通えるのはハードルが低く利用しやすいと思う。 

    ・２学年や３学年からの編入学も可能としたところは、選択肢が広がってよいと思う。 

    ・車イス使用者も利用しやすいと思う。 

    ・目指す学校像は、青森市らしいオリジナル感がある。 

    ・募集人員については、設置者次第ではあるが、設定してもいいのではないかと思う。 

    ・日本語学校ではないことをＰＲする必要がある。 

    ・勉強したい人が入学するので、先生もやりがいがある。 

    ・夜間中学についてまだ知られていないので、市民等に広く周知してほしい。 

    ・募集チラシなどに平仮名で振り仮名を振る、また多言語対応とすべきである。 

    ・不登校生徒にとっては、入級対象者としたことで、学校で学べる、大人と一緒に学べ

るなどのメリットがあると思う。 

 

３ 令和７年第７回青森市教育員会定例会 開催概要 

（１） 日時 

  令和７年７月１７日（木） 午後２時～午後２時３５分 

（２） 議案 

   青森市公立夜間中学設置基本方針（案）について 

（３） 委員からの主な意見 

・令和９年度の開校を目指して中学校運営のノウハウを活かしてよい学校を作ってほしい。 

・学校づくりの視点の「生徒一人一人の思いや考えに応じたきめ細かな支援」や「居場所

づくり、絆づくり」との記載は、学習面においても生徒の精神的な面においても生徒へ
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個々の対応を目指していくという思いが伝わり大変よいと思う。生徒一人一人のニーズ

に対応してほしい。 

    ※全員異議なく議決。 

 

４ 青森市公立夜間中学設置基本方針 

   別紙のとおり 
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はじめに 

 

公立夜間中学は、令和７年４月時点において、４１都道府県・指定都市で６２校の夜

間中学が設置されており、夜間中学は、義務教育を修了しないまま学齢期を経過した方

や、不登校など様々な事情により十分な教育を受けられないまま中学校を卒業した方、

外国籍の方などの、義務教育を受ける機会を実質的に保障するための様々な役割が期待

されています。 

青森県においては、令和６年８月に設置された青森県公立夜間中学設置検討委員会に

おいて、公立夜間中学の基本的な考え方や課題を議論し、本年３月、「青森県における

公立夜間中学設置の基本的な考え方」を取りまとめ、設置主体となる自治体が、より具

体的な検討を進めることとしました。 

本市としては、夜間中学の設置は、 

・まちづくりの方向性を示す最上位指針として、令和６年に基本構想を定め、将来

都市像を「みんなで未来を育てるまちに」とし、その実現に向けた具体的な取組

である青森市総合計画の基本政策の一つに「人をまもり・そだてる」を掲げ、人

生１００年時代を見据え、誰もが生涯にわたり、興味や必要に応じて知識や技能

を学び、地域の活性化に貢献していく社会の構築を図るという本市のまちづくり

の方向性と合致すること 

・本市の最重要教育課題の一つである不登校対策において、本年２月に策定した「あ

おもりしＣＯＣＯＬＯプラン」に基づき、個別のプログラムや校内教育支援セン

ター、市適応指導教室フレンドリールームあおいもりを活用した、きめ細かな支

援を継続した結果、登校できるようになった児童生徒の割合が、全国の割合であ

る約３０パーセントを大幅に上回り、令和４年度から３年連続で約７０パーセン

トとなり、令和６年度には不登校児童生徒数を減少に転じさせることができたと

ころである。また、今年度からは、新たに不登校等特認校を設置しており、この

ような成果や中学校運営に係るノウハウを夜間中学の運営に反映させた、新たな

学びの場を提供することができ、より手厚い不登校対策となること 

・令和５年に県が実施したアンケート調査において、夜間中学での学びを希望する

本市の数値が高かったこと 

から、本市に夜間中学を設置することとし、青森市公立夜間中学設置検討委員会での検

討を経て、このたび、「青森市公立夜間中学設置基本方針」を策定しました。 

本市の夜間中学が、人生１００年時代を見据え、生徒一人一人が、世代や国籍を超え

て、「学ぶ喜び」や「人とつながる喜び」を分かち合い、未来を拓く学校として歩み続け

られるよう努めてまいります。 
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青森市教育委員会  
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１ 公立夜間中学の設置について 

 

（１）公立夜間中学の趣旨 

公立夜間中学は、戦後の混乱期の中で、生活困窮などの理由から昼間に就労または家事

手伝い等を余儀なくされた学齢生徒が多くいたことから、それらの生徒に義務教育の機会

を提供することを目的として、昭和２０年代初頭に公立中学校に付設された夜間の時間帯

に授業を行う「中学校夜間学級」として始まりました。 

近年では、義務教育を修了しないまま学齢期を経過した方や、不登校など様々な事情に

より十分な教育が受けられないまま中学校を卒業した方、外国籍の方などの、義務教育を

受ける機会を実質的に保障するための役割が期待されています。 

平成２８年１２月に成立した、「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会

の確保等に関する法律」により、地方公共団体は、夜間中学における就学機会の提供等の必

要な措置を講ずることが義務付けられており、同法により、公立夜間中学への入学対象と

なる方は、次のとおりとされています。 

〇義務教育を修了しないまま学齢期を経過した方 

〇不登校などの様々な事情により、十分な教育を受けられないまま中学を卒業した方 

〇本国や日本において、十分に義務教育を受けられなかった外国籍の方 

現在、文部科学省においては、令和９年度までに全都道府県及び全政令指定都市に少な

くとも１校の公立夜間中学が設置されることを目指しています。 

 

（２）全国の設置状況 
 

令和７年度現在、公立夜間中学は４１都道府県・指定都市に６２校が設置されています。 

最近では、令和５年度に仙台市、令和６年度に福島市で開校されており、令和７年度４月

には、石川県をはじめとする９つの自治体において、夜間中学が開校しております。また、

令和８年には、栃木県をはじめとする６つの自治体が開校予定となっており、本市を含め

５つの自治体が新設に向けて、準備が進められています。



 

- 2 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 3 - 

（３）青森市の状況 

① 本市の未就学者及び最終卒業学校が小学校の方 

令和２年度の国勢調査によると、青森市内には、義務教育の「未就学者※１」が２９９人、

「最終卒業学校が小学校の者※２」は２，９６０人いることが分かっています。また、青森

県内で見ると、「未就学者」が１，６２２人、「最終卒業学校が小学校の者」は２２，０９２

人となっています。 

※１「未就学者」：小学校にも中学校にも在学したことのない人又は小学校を中途退学した人 

※２「最終卒業学校が小学校の者」：小学校のみ卒業した人又は中学校を中退した人 

【青森県内の未就学者数等の状況】
（単位：人）

1,622 22,092
299 2,960
418 1,870
206 2,975
17 641
57 1,165
51 925
15 524
63 984
45 906
16 802
68 369
1 113

- 54
1 237
2 291
7 369
1 61
2 353

11 229
- 158

2 290
13 431
13 378
15 356

169 564
4 310

20 148
54 596
7 269
8 433

- 147
1 280
2 48
1 50
2 255
4 458
1 181

22 585
3 234
1 93

（出展：総務省統計局「令和2年国勢調査（就業状態等基本集計）」
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② 不登校生徒 

  市内中学校の不登校生徒の状況は、令和３年度以降増加傾向にあったが、令和６年度は減

少に転じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 外国人数 

本市に居住している在留資格を有する外国人数は、令和７年１月時点で１，４３８人とな

っています。 

また、文部科学省が実施した「令和元年度夜間中学等に関する実態調査」の調査結果による

と、全国の夜間中学に通う生徒のうち、８割が「日本国籍を有しない者」となっています。 

  

（出典：青森市「行政区別年齢別人口統計表）
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２ 青森市の公立夜間中学設置の枠組 

 

（１）開校時期 

令和９年４月 

 

 

（２）設置場所 

青森市立古川小学校内 
 

青森市の中心部に位置しているため、青森駅や国道に近く公共交通機関のアクセスが便利

であること、障がいのある方にも対応できるようエレベーターが設置されていることなどか

ら、青森市立古川小学校に設置します。 

 

 

（３）設置形態 

専任の校長のマネジメントにより、個別での教科指導や教育相談等の教育支援体制など、夜

間中学ならではの特性に応じた教育活動の充実を図るため、「単独校」として設置します。 

 

 

（４）学校規模 

アンケート調査による就学希望者の状況、設置場所である青森市立古川小学校の収容能力な

どを踏まえ、学校規模は１学年１学級とします。 

ただし、校長が必要と認める場合には、生徒の実態や教職員数等を考慮して、習熟度別にコ

ースを設定するなど、適切に編制できるものとします。 

 

 

（５）入学対象者 

① 義務教育を修了しないまま学齢期を経過した方 

② 不登校などの様々な事情により、十分な教育を受けられないまま中学を卒業した方 

③ 本国や日本において、十分に義務教育を受けられなかった外国籍の方 

なお、いずれの対象の方も青森県内在住者とします。 

 

 

（６）入級対象者 

学齢期の不登校生徒（青森市内の現役の中学生）のうち、夜間中学に通級（在籍する中学校

に籍を置いたまま通うこと）を希望する生徒を随時受付けます。 

 

 

（７）修業年限 

修業年限は３年とし、本人の意思と学習の修得状況を踏まえ、校長が必要と認めた場合は、

４年以上の在籍を認め、上限は原則６年とします。 
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（８）入学時期 

原則、４月入学とし、４月以降の入学希望者については、在籍者数を考慮した上で、事前相

談、体験入学、面談等を実施し、校長と青森市教育委員会の協議を経て、入学の可否を決定し、

１０月での入学を認めます。 

 

 

（９）編入学対応 

原則として、第１学年からの入学としますが、生徒の学習修得状況は様々であり、高等学校

等への進学や就職などを目指す生徒に適切な学びの期間を保障する観点から、第２学年、第３

学年からの編入学も可能とします。 

 

 

（１０）費用 

① 授業料は無料とし、教科書についても無償で配布します。 

② 学用品や学校行事などに係る実費については自己負担とします。 

③ 青森市外在住者の場合は、その居住する市町村から就学援助制度を含む運営費用を応分

負担していただくよう調整を進めます。 

 

 

（１１）学生割引 

通学のため定期券購入等で学生割引が適用できるよう関係機関との調整を行います。 
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３ 青森市における公立夜間中学の目指す学校像と学校づくりの視点 
 
  本市の公立夜間中学における「目指す学校像」「学校づくりの視点」については、令和６年１０月

に策定した「青森市教育振興基本計画」に基づいて作られています。 
 

（１）青森市教育振興基本計画 

① 社会教育の推進・生涯学習の環境整備（青森市教育振興基本計画の施策７） 

人生１００年時代と呼ばれる現代において、誰もが社会の中で自立し、他者と連携・協働しな

がら、興味や必要に応じて生涯を通じて学ぶことができる学習機会や環境の充実を図ります。 
 

② 安心して学べる環境づくり（施策１・施策２・施策３） 

年齢や国籍等が異なる多様な生徒が在籍することから、日々の授業や行事等において、共に学

び合い、全ての生徒が活躍できる場面を設定し、互いを認め合い、生徒一人一人が楽しく、安心

して学べる環境づくりに努めます。 
 

③ 教育相談・学習支援体制の整備（施策５・施策１０） 

様々な家庭環境、社会的背景にある生徒が在籍することを踏まえ、養護教諭やスクールカウン

セラー（ＳＣ）、スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）を配置するとともに、社会福祉協議会や

民生委員児童委員協議会等、関係機関や団体との連携を推進し、教育相談・学習支援体制の整備

に努めます。 
 

④ ＩＣＴの活用（施策４） 

ＰＣやタブレットを活用した授業を積極的に展開し、視覚的な理解や学習意欲の向上につなげ

るとともに、一人一台タブレット端末を貸与し、ＡＩ型ドリル教材などの学習支援ソフトを活用

した個別最適な学びや教え合い学び合う協働した学習を提供するなど、ＩＣＴを活用した取組を

推進します。 
 

⑤ キャリア教育の充実（施策 1・施策５・施策７） 

就学の目的や卒業後の進路・目標が様々であることから、家庭・地域、高等学校や関係機関と

連携しながら、生徒一人一人のニーズに応じて、それぞれが自分の力で生き方を選択し、自分の

力、あるいは他の協力を得ながら自分らしい生き方を実現できるよう、支援の充実を図ります。 

 

（２）目指す学校像 

 

人生１００年時代を見据え、 

生徒一人一人が、世代や国籍を超えて 

「学ぶ喜び」や「人とつながる喜び」を分かち合い 

未来を拓く学校 
 

 

（３）学校づくりの視点 

 

① 生徒一人一人の思いや考えに応じたきめ細かな支援をします 

② 世代や国籍を超えた居場所づくり、絆づくりを支援します 

③ 安全・安心な学びの環境を整備します 
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○あおもりし COCOLOプラン（令和７年２月策定） 
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４ 学校名 

  学校名については、今後、市民に公募し決定します。 

 

５ その他 

 

（１）市民・県民への広報・周知 

夜間中学を開校するに当たり、入学対象者や市民の皆さんに広く本市が設置する夜間中学に

ついて知ってもらう必要があります。入学を希望する人に、適切に情報を届けられるよう、青

森県と連携し青森市及び青森県の広報紙やホームページ、ＳＮＳへの情報掲載など、多様な媒

体を通して周知を図ります。 

 

（２）関係機関等との連携 

青森市民生委員児童委員協議会、青森市国際交流協会、青森県教育委員会、青森市教育研修

センター適応指導教室「フレンドリールームあおいもり」、自主夜間中学（あおも・リラ）や社

会教育機関などの関係機関との連携を図ります。 

 

（３）スケジュール（想定） 

令和８年 １月～    校名公募・決定 

令和８年 ４月～    校歌制定  

令和８年 ７月～    校章公募・決定 

令和８年 ８月～ ９月 入学希望者説明会等の開催 

令和８年１０月～    願書受付開始 

令和８年１２月     入学予定者決定 

令和９年 ２月     入学説明会 

令和９年 ４月     開校・入学式 

※時期未定       県民を対象とした入学ニーズや期待すること等についての調査 


